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は
じ
め
に

　
下
定
雅
弘
「
杜
甫
の
詩
の
魅
力
」（『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
二
）』
講

談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
）
の
「
二
、
独
善
の
杜
甫
」
の
項
に
は
、

「
杜
甫
が
苦
難
の
絶
え
な
い
生
涯
に
あ
っ
て
、
日
常
の
中
に
見
出
し

た
喜
び
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。」
と
あ
り
、「
動
物
へ
の

愛
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
指
摘
す
る
。

　
鳥
は
鶻

は
や
ぶ
さ・

燕
・
鷗
を
愛
し
た
。
鶻
は
そ
の
覇
気
と
勇
壮
に
憧

れ
て
い
る
。
つ
が
い
の
燕
は
杜
甫
夫
婦
の
分
身
で
あ
り
、
鷗
は

川
辺
に
住
む
杜
甫
の
身
近
な
住
人
で
あ
る
。

　
用
例
数
か
ら
見
る
と
鶻
は
「
呀
鶻
行
」、「
義
鶻
行
」、「
画
鶻
行
」

と
い
っ
た
詩
題
に
も
な
っ
て
い
て
十
例
ほ
ど
が
見
え
、
燕
は
「
燕

薊
」、「
幽
燕
」、「
燕
趙
」
と
い
っ
た
地
名
を
除
い
て
も
七
十
例
近
く

が
あ
り
、
鷗
は
三
十
例
近
く
が
見
出
せ
る
。
し
か
し
あ
ま
り
注
目
さ

れ
な
い
よ
う
だ
が
、
鳧
も
か
な
り
の
用
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
鳧
が

杜
詩
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
か
見
て
み
た
い
。
な

お
鳧
に
は
鳬
と
い
う
異
体
字
も
あ
る
が
、
す
べ
て
鳧
を
用
い
る
。

一

　
鳧
は
、
チ
ド
リ
科
の
水
鳥
で
ア
ヒ
ル
の
原
種
。
鳩
ほ
ど
の
大
き
さ

で
頭
部
は
灰
色
、
背
面
は
灰
褐
色
。
ケ
リ
、
カ
モ
。
ノ
ガ
モ
、
ヤ
マ

ゲ
リ
と
も
い
う
。
古
来
、
身
近
な
鳥
で
あ
っ
て
、
狩
猟
の
対
象
と
な

り
、
従
っ
て
食
料
と
も
な
っ
た
。
す
で
に
『
詩
経
』
に
見
え
て
い
て
、

鄭
風
・
女
曰
鶏
鳴
に
は
「
将
翺
将
翔
、
弋
鳧
与
雁
（
将は

た
翺こ

う

し
将
た

翔し
ょ
うし

、
鳧ふ

と
雁
と
を
弋よ

く

せ
よ
）」
と
あ
り
、
同
じ
く
大
雅
・
鳧ふ

鷖え
い

に

は
「
鳧
鷖
在
涇
、
公
尸
来
燕
来
寧
（
鳧
鷖
　
涇
に
在
り
、
公こ

う

尸し

　
来

り
燕
し
来
り
寧や

す

ん
ず
）」
な
ど
と
見
え
る
。
鷖
は
、
カ
モ
メ
。
前
者

で
は
妻
が
夫
に
弋

い
ぐ
る
みで
カ
モ
や
ガ
ン
を
捕
っ
て
き
て
く
れ
と
頼
む
こ
と

を
、
後
者
は
尸

か
た
し
ろの
比
喩
で
あ
る
が
、
カ
モ
と
カ
モ
メ
が
ゆ
っ
た
り
と

泳
い
で
い
る
こ
と
を
い
う
。

 　
　

杜
甫
の
詩
に
見
え
る
「
鳧
」
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　　

後　

藤　

秋　

正　
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先
に
『
文
選
』
所
収
の
『
楚
辞
』
中
の
用
例
を
見
て
お
く
と
、
屈

原
「
卜
居
」（
巻
三
三
）
に
は
「
寧
昂
昂
若
千
里
之
駒
乎
、
将
氾
氾

若
水
中
之
鳧
乎
、
与
波
上
下
、
偸
以
全
吾
軀
乎
（
寧む

し

ろ
昂
昂
と
し
て

千
里
の
駒
の
若ご

と

か
ら
ん
か
、
将は

た
氾
氾
と
し
て
水
中
の
鳧か

も

の
若
く
、

波
と
上
下
し
て
、
偸い

や

し
く
も
以
て
吾
が
軀
を
全
う
せ
ん
か
）」
と
あ

る
。
波
に
浮
か
ぶ
カ
モ
の
姿
は
、
世
の
風
潮
に
従
っ
て
浮
沈
す
る
者

の
比
喩
で
あ
る
。
宋
玉
「
九
弁
、
五
首
」〈
其
五
〉（
巻
三
三
）
に
は

「
鳧
雁
皆
唼
夫
粱
藻
兮
、
鳳
愈
飄
翔
而
高
挙
（
鳧
雁
は
皆
な
夫か

の
粱

藻
を
唼つ

い
ばみ

、
鳳
は
愈
い
よ
飄と

び
翔
り
て
高
く
挙
が
る
）」
と
あ
る
。

群
れ
集
ま
っ
て
ア
ワ
や
水
藻
を
啄
む
カ
モ
と
ガ
ン
は
重
禄
を
食
む
臣

下
の
小
人
物
に
喩
え
る
。
ま
た
宋
玉
「
招
魂
」（
同
前
）
に
「
鵠
酸

臇
鳧
、
煎
鴻
鶬
些
（
鵠
は
酸
に
し
鳧
を
臇

あ
つ
も
のに

し
、
鴻

お
お
と
りと

鶬
ま
な
づ
ると

を
煎
り

も
の
に
す
）」
と
あ
る
の
は
、
ク
グ
イ
を
酢
で
煮
、
カ
モ
を
煮
付
け

に
し
、
食
事
を
準
備
し
て
魂
の
帰
り
を
待
つ
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、『
楚
辞
』
の
用
例
を
除
く
『
文
選
』
中
の
用
例
か
ら
い

く
つ
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
張
衡
「
西
京
賦
」（
巻
二
）
は
長
安

の
上
林
苑
に
集
ま
っ
て
く
る
鳥
を
詠
じ
て
、「
奮
隼
・
帰
鳧
、
沸
卉

輧
訇
、
衆
形
殊
声
、
不
可
勝
論
（
奮
隼
・
帰
鳧
、
沸ふ

つ

卉き

　
輧ほ

う

訇こ
う

と
し

て
、
衆
形
　
殊
声
、
勝あ

げ
て
論
ず
可
か
ら
ず
）。」
と
い
い
、
同
じ
く

張
衡
「
南
都
賦
」（
巻
四
）
は
、
南
都
（
南
陽
）
に
お
け
る
狩
猟
の

さ
ま
を
詠
じ
て
、「
於
是
群
士
放
逐
、
馳
乎
沙
場
。
…
…
、
陽
侯
澆

兮
掩
鳧
鷖
（
是
に
於
い
て
群
士
は
放
逐
し
て
、
沙
場
に
馳
す
。
…
…
、

陽
侯
は
澆め
ぐ

り
て
鳧
鷖
を
掩
う
）。」
と
い
い
、
こ
こ
で
は
鳧
は
カ
モ
メ

と
並
ん
で
登
場
す
る
。
班
固
「
西
都
賦
」（
巻
一
）
は
、
長
安
の
昆

明
池
に
集
ま
っ
て
く
る
鳥
を
列
挙
し
て
、「
鳥
則
玄
鶴
・
白
鷺
・

…
…
鳧
鷖
・
鴻
雁
（
鳥
は
則
ち
玄
鶴
・
白
鷺
・
…
…
鳧
鷖
・
鴻
雁
あ

り
）。」
と
い
う
。
揚
雄
「
羽
猟
賦
」（
巻
八
）
の
、
狩
猟
後
の
様
子

を
詠
じ
た
部
分
に
も
、「
鳧
鷖
・
振
鷺
、
上
下
砰
礚
、
声
若
雷
霆

（
鳧
鷖
・
振
鷺
、
上
下
し
砰ほ

う

礚か
い

と
し
て
、
声
は
雷
霆
の
若
し
）。」
と
、

「
鳧
鷖
」
の
語
が
見
え
る
。
左
思
「
蜀
都
賦
」（
巻
四
）
で
は
、
蜀
の

沢
中
の
鳥
類
を
列
挙
し
た
中
に
、「
晨
鳧
旦
至
、
候
雁
銜
蘆
（
晨
鳧

旦あ
し
たに

至
り
、
候
雁
　
蘆
を
銜
む
）。」
と
、
夜
明
け
に
飛
ぶ
カ
モ
、

「
晨
鳧
」
が
見
え
て
お
り
、
李
善
注
に
、「
晨
鳧
、
常
以
晨
飛
也
（
晨

鳧
は
、
常
に
晨
を
以
て
飛
ぶ
な
り
）。」
と
あ
る
。
な
お
、
張
協
「
七

命
、
八
首
」〈
其
三
〉（
巻
三
五
）
に
、「
乗
鳧
舟
兮
、
為
水
嬉
（
鳧

舟
に
乗
り
て
、
水
嬉
を
為
す
）」
と
あ
る
の
は
カ
モ
の
形
を
し
た
舟

で
あ
る
。「
鳧
舫
」、「
鳧
船
」
な
ど
と
も
い
う
。

　
詩
に
目
を
転
ず
る
と
、
劉
楨
「
雑
詩
」（
巻
二
九
）
に
見
え
る
例

が
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
職
事
相
塡
委
　
職
事
　
相
い
塡
委
し

　
　
文
墨
紛
消
散
　
文
墨
　
紛
と
し
て
消
散
す

　
　
　
…
…
　
　
　
　
…
…
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方
塘
含
白
水
　
方
塘
は
白
水
を
含
み

　
　
中
有
鳧
与
雁
　
中
に
鳧
と
雁
と
有
り

　
　
安
得
粛
粛
羽
　
安い

ず

く
に
か
粛
粛
た
る
羽
を
得
て

　
　
従
爾
浮
波
瀾
　
爾な

ん
じに

従
い
て
波
瀾
に
浮
か
ば
ん

　
李
善
注
は
、
先
に
引
い
た
『
詩
経
』
鄭
風
・
女
曰
鶏
鳴
を
引
い
て

い
る
が
、
発
想
は
屈
原
「
卜
居
」
に
近
い
。
劉
楨
の
詩
に
詠
じ
ら
れ

る
鳧
は
雁
と
並
ん
で
、
職
務
に
拘
束
さ
れ
る
自
身
と
は
対
照
的
に
波

間
に
の
ん
び
り
と
浮
か
ぶ
鳥
で
あ
る
。
顔
延
年
「
秋
胡
詩
」〈
其

六
〉（
巻
二
一
）
に
は
「
鳧
藻
」
の
語
が
あ
る
。

　
　
捨
車
遵
往
路
　
車
を
捨
て
て
往
路
に
遵
い

　
　
鳧
藻
馳
目
成
　
鳧ふ

藻そ
う

し
て
目
成
を
馳
す

　「
鳧
藻
（
薻
）」
に
つ
い
て
李
善
注
は
、
班
彪
の
「
冀
州
賦
」（
李

善
注
引
）
を
引
く
が
、
後
漢
・
杜
詩
の
「
上
疏
」（『
後
漢
書
』
巻
六

一
、
杜
詩
伝
）
に
、「
陛
下
起
兵
十
有
三
年
、
将
帥
和
睦
、
士
卒
鳧

薻
（
陛
下
は
兵
を
起
こ
し
て
十
有
三
年
、
将
帥
は
和
睦
し
、
士
卒
は

鳧
薻
す
）。」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
、「
言
其
和
睦
歓
悦
、
如
鳧
之
戯

於
水
薻
也
（
其
の
和
睦
　
歓
悦
す
る
こ
と
、
鳧
の
水
薻
に
戯
る
る
が

如
き
を
言
う
な
り
）。」
と
あ
る
。
カ
モ
が
水
草
に
戯
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
さ
ま
か
ら
、
喜
び
楽
し
む
こ
と
を
い
う
。
陸
厥
「
奉
答
内

兄
希
叔
」〈
其
二
〉（
巻
二
六
）
は
カ
モ
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
（
ク
グ
イ
）

が
仲
間
を
呼
ん
で
鳴
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
陸
厥
が
友
を
求
め
る

こ
と
の
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
鳧
鵠
嘯
儔
侶
　
鳧
と
鵠く
ぐ
いと

は
儔
侶
に
嘯な

き

　
　
荷
芰
始
参
差
　
荷は

す

と
芰ひ

し

と
は
始
め
て
参
差
た
り

　
沈
約
「
和
謝
宣
城
」（
巻
三
〇
）
は
謝
朓
「
在
郡
臥
病
呈
沈
尚

書
」（
巻
二
六
）
に
和
し
た
作
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
飛
鳧
の

舄
」
は
カ
モ
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る
語
な
の
で
取
り
上

げ
て
お
こ
う
。

　
　
王
喬
飛
鳧
舄
　
王
喬
に
飛
鳧
の
舄
あ
り

　
　
東
方
金
馬
門
　
東
方
に
金
馬
の
門
あ
り

　
後
漢
の
王
喬
の
故
事
は
、『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
上
、
王
喬
伝
に

見
え
る
。
彼
は
明
帝
（
在
位
五
七
～
七
五
）
の
時
に
葉
県
（
河
南
省

葉
県
）
の
令
だ
っ
た
が
、
毎
月
の
朝
謁
に
は
必
ず
参
列
し
た
。
太
史

に
観
察
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
双つ

が
いの

鳧か
も

が
飛
来
す
る
の
が
見
え
、
網
で
捕

ら
え
る
と
そ
れ
は
以
前
、
尚
書
の
官
属
に
賜
わ
っ
た
一
隻
の
舄く

つ

で
あ

っ
た
。
彼
は
仙
術
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。「
鳧ふ

舄せ
き

（
飛
舄
）」
の

語
は
こ
れ
以
降
、
し
ば
し
ば
詩
文
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　『
文
選
』
の
詩
中
に
見
ら
れ
る
鳧
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
の
詩
に
お
け
る
用
例
を
補
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
鮑
照
「
三
日
」

（
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
・
宋
詩
』
巻
九
。
以
下
、『
宋

詩
』
な
ど
と
略
記
）
に
、

　
　
鳧
雛
掇
苦
薺
　
鳧
雛
は
苦く

薺せ
い

を
掇ひ

ろ

い
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黄
鳥
銜
桜
梅
　
黄
鳥
は
桜
梅
を
銜
む

と
あ
る
の
は
、
カ
モ
の
ひ
な
が
ニ
ガ
ナ
を
啄
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

謝
朓
の
「
三
日
侍
宴
曲
水
、
代
人
応
詔
、
九
首
」〈
其
四
〉（『
斉

詩
』
巻
三
）
に
「
既
停
竜
駕
、
亦
泛
鳧
舟
（
既
に
竜
駕
を
停
め
、
亦

鳧
舟
を
泛
か
ぶ
）」
と
あ
る
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
カ
モ
の
形
を
し

た
舟
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
梁
・
王
金
珠
「
阿
子
歌
」（『
梁
詩
』
巻
二

八
）
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

　
　
可
憐
双
飛
鳧
　
憐
れ
む
可
し
双
飛
の
鳧

　
　
飛
集
野
田
頭
　
飛
び
て
集い

た

る
野
田
の
頭

ほ
と
り

　
　
饑
食
野
田
草
　
饑
え
て
は
食
ら
う
野
田
の
草

　
　
渴
飲
清
河
流
　
渴
し
て
は
飲
む
清
河
の
流
れ

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
唐
代
以
前
の
鳧
の
描
写
は
、
当
初
の
賦

に
お
い
て
は
狩
猟
の
対
象
な
ど
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、

『
楚
辞
』「
卜
居
」
の
発
想
を
承
け
た
劉
楨
の
詩
に
な
っ
て
、
拘
束
の

な
い
境
地
に
浮
か
ぶ
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、

顔
延
年
の
詩
に
お
い
て
も
こ
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
よ

う
。「
阿
子
歌
」
で
は
高
潔
な
鳥
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。「
飛
舄
」
の
語
は
こ
れ
ら
と
は
別
に
王
喬

の
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二

　『
杜
詩
詳
注
』（
以
下
、『
詳
注
』）
を
検
索
す
る
と
、
鳧
は
、「
浴

鳧
」
と
い
う
形
で
三
例
が
、「
鳧
雁
」、「
鳧
鷖
」、「
鳧
雛
」
と
い
う

形
で
二
例
ず
つ
が
見
え
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
「
鳧
舄
」
が
二
例
、

「
鳧
影
」、「
鳧
鴨
」、「
白
鳧
」、「
早
鳧
」、「
王
鳧
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一

例
ず
つ
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
後
に
触
れ
る
よ
う
に
「
橋
陵
詩
三
十

韻
、
因
呈
県
内
諸
官
」（『
詳
注
』
巻
三
）
に
、「
太
史
候
鳧
影
、
王

喬
随
鶴
翎
（
太
史
　
鳧
影
を
候う

か
がい

、
王
喬
　
鶴か

く

翎れ
い

に
随
う
）」
と
見

え
、「
九
日
、
楊
奉
先
会
白
水
崔
明
府
」（『
詳
注
』
巻
四
）
に
、「
晩

酣
留
客
舞
、
鳧
舄
共
差
池
（
晩
酣
　
客
を
留
め
て
舞
わ
し
め
、
鳧
舄

　
共
に
差し

池ち

す
）」
と
見
え
て
い
る
「
鳧
影
」
と
「
鳧
舄
」
は
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
王
喬
が
履
い
た
履
き
物
（
舄
）
で
あ
る
。

　
鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
九
）

は
鳧
に
「
か
も
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
て
こ
の
語
自
体
に
注
を
加
え

な
い
。
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
）
も

同
様
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
野
鴨
。
状
如
家
鴨

而
略
小
、
肉
味
甚
美
。」
と
説
明
し
、
後
に
引
く
杜
甫
「
西
閣
、
三

度
期
大
昌
厳
明
府
同
宿
、
不
到
」
の
句
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

厳
密
に
は
鴨
は
カ
モ
科
、
鳧
は
チ
ド
リ
科
の
鳥
だ
が
、
杜
詩
で
は
と

も
に
野
生
の
カ
モ
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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ま
ず
最
も
用
例
の
多
い
「
浴
鳧
」
か
ら
見
よ
う
。

　
七
律
「
涪
城
県
香
積
寺
官
閣
」（『
詳
注
』
巻
一
二
）
は
宝
応
二
年

（
七
月
、
広
徳
と
改
元
。
七
六
三
）
の
春
、
梓
州
（
四
川
省
三
台

県
）
の
西
北
、
涪
城
県
で
書
か
れ
た
。
香
積
寺
は
涪
江
の
ほ
と
り
、

香
積
山
の
上
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
１
寺
下
春
江
深
不
流
　
寺
下
の
春
江
　
深
く
し
て
流
れ
ず

　
２
山
腰
官
閣
迥
添
愁
　
山
腰
の
官
閣
　
迥は

る

か
に
愁
え
を
添
う

　
　
　
…
…
　
　
　
　
　
　
…
…

　
５
小
院
迴
廊
春
寂
寂
　
小
院
　
迴
廊
　
春
寂
寂
た
り

　
６
浴
鳧
飛
鷺
晩
悠
悠
　
浴
鳧
　
飛
鷺
　
晩
に
悠
悠
た
り

　『
詳
注
』
は
「
悠
悠
」
に
注
し
て
、「
悠
悠
、
物
性
之
閒
（
悠
悠
は
、

物
性
の
閒
な
る
な
り
）。」
と
い
い
、『
淮
南
子
』
精
神
訓
か
ら
「
若

吹
呴
呼
吸
、
吐
故
内
新
、
熊
経
鳥
伸
、
鳧
浴
蝯
躩
、
鴟
視
虎
顧
、
是

養
形
之
人
也
（
吹
呴
呼
吸
、
吐
故
内
新
、
熊
経
鳥
伸
、
鳧
浴
蝯
躩
、

鴟
視
虎
顧
す
る
が
若
き
は
、
是
れ
形
を
養
う
の
人
な
り
）。」
と
い
う

一
文
を
引
く
。
た
だ
し
『
淮
南
子
』
の
「
鳧
浴
」
は
カ
モ
が
水
遊
び

を
す
る
姿
を
ま
ね
た
、
養
生
す
る
た
め
の
手
足
の
運
動
だ
と
い
う

（
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
明
治
書
院
、
一
九
七
九
）。
杜
詩
で
は
夕
暮

れ
時
、
涪
江
に
浮
か
ぶ
カ
モ
の
姿
を
寺
か
ら
見
下
ろ
し
て
詠
じ
て
い

る
。

　
五
律
「
江
亭
送
眉
州
辛
別
駕
昇
之
、
得
蕪
字
」（『
詳
注
』
巻
一

二
）
は
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
の
春
、
閬
州
（
四
川
省
閬
中
市
）
の

川
縁
の
亭
で
書
か
れ
た
。
眉
州
（
四
川
省
眉
山
市
）
へ
行
く
辛
昇
之

を
送
別
す
る
詩
で
あ
る
。

　
５
沙
晩
低
風
蝶
　
沙
晩く

れ
て
風
蝶
低
く

　
６
天
晴
喜
浴
鳧
　
天
晴
れ
て
浴
鳧
喜
ぶ

　『
詳
注
』
は
、「
三
聯
、
臨
別
之
景
（
三
聯
は
、
別
れ
に
臨
む
の

景
）。」
と
い
い
、
こ
こ
で
も
『
淮
南
子
』
を
引
く
。
こ
の
詩
で
も

「
涪
城
県
香
積
寺
官
閣
」
と
同
様
に
春
の
夕
暮
れ
時
に
水
浴
び
す
る

カ
モ
が
登
場
し
て
い
る
。
杜
甫
は
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
の
七
月
、

長
安
に
召
還
さ
れ
る
厳
武
を
送
っ
て
成
都
の
北
北
東
の
町
、
綿
州

（
四
川
省
綿
陽
市
）
ま
で
行
っ
た
。
こ
の
頃
成
都
で
は
徐
知
道
が
反

乱
を
起
こ
し
、
杜
甫
は
家
族
を
梓
州
に
避
難
さ
せ
た
。
杜
甫
が
厳
武

の
再
赴
任
を
聞
い
て
成
都
の
草
堂
に
戻
る
の
は
広
徳
二
年
（
七
六

四
）
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。
群
れ
を
な
し
て
遊
ぶ
カ
モ
に
、
杜
甫
は

あ
り
得
べ
き
家
族
の
姿
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
鳧
が
登
場
す
る
の
は
「
大
暦
三
年
春
、
白
帝
城
放
船
、
出
瞿

唐
峡
、
久
居
夔
府
、
将
適
江
陵
、
漂
泊
有
詩
、
凡
四
十
韻
」（
全
八

四
句
。『
詳
注
』
巻
二
一
）
で
あ
る
。
大
暦
三
年
（
七
六
八
）
の
春
、

杜
甫
は
二
年
ほ
ど
滞
在
し
た
夔
州
（
重
慶
市
奉
節
県
）
を
離
れ
、
弟

の
杜
観
の
住
む
当
陽
（
湖
北
省
当
陽
市
）
に
行
く
た
め
に
長
江
を
下

っ
た
。
途
中
の
風
景
を
描
い
た
中
に
次
の
句
が
あ
る
。
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５
窄
転
深
啼
狖
　
窄せ

ま

き
に
転
ず
れ
ば
啼て

い

狖ゆ
う

深
く

　
６
虚
随
乱
浴
鳧
　
虚
し
く
随
え
ば
浴
鳧
乱
る
（
（
（

　『
詳
注
』
は
二
句
に
つ
い
て
、「
峽
窄
船
転
、
時
聞
猿
狖
啼
深
。
虚

舟
随
水
、
毎
見
浴
鳧
驚
乱
。
二
句
山
水
並
言
（
峽
窄
く
船
転
ず
れ
ば
、

時
に
猿
狖
の
深
き
に
啼
く
を
聞
く
。
虚
舟
　
水
に
随
え
ば
、
毎つ

ね

に
浴

鳧
の
驚
き
乱
る
る
を
見
る
。
二
句
は
山
水
並
び
に
言
う
）。」
と
述
べ

る
。
こ
の
句
は
狭
い
峡
谷
を
下
ろ
う
と
船
の
向
き
を
変
え
て
森
林
に

近
づ
く
と
オ
ナ
ガ
ザ
ル
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
流
れ
に
任
せ
て
足
の

速
い
船
を
進
め
る
と
群
が
っ
て
水
浴
び
し
て
い
る
カ
モ
た
ち
を
驚
か

せ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
に
も
家
族
の
投
影
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
杜

甫
は
放
浪
の
旅
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
の
に
対
し
て
、
カ
モ
は
自
分

た
ち
の
居
所
を
得
て
水
浴
び
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
「
鳧
雁
」
の
例
を
見
よ
う
。「
贈
特
進
汝
陽
王
、
二
十
二

韻
」（『
詳
注
』
巻
一
）
は
天
宝
五
載
（
七
四
六
）
頃
の
作
と
さ
れ
る
。

こ
の
詩
に
見
え
る
鳧
が
杜
詩
に
見
え
る
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。

　
31
樽
罍
臨
極
浦
　
樽そ

ん

罍ら
い

　
極
浦
に
臨
み

　
32
鳧
雁
宿
張
灯
　
鳧
雁
　
張
灯
に
宿
す

　
玄
宗
の
甥
で
あ
る
李
璡
の
招
宴
に
初
め
て
参
加
し
た
時
の
こ
と
を

回
想
す
る
二
句
で
あ
る
。
時
は
秋
、
遠
い
水
辺
で
酒
宴
が
開
か
れ
る

と
、
カ
モ
や
雁
が
巡
ら
し
た
灯
火
の
も
と
で
羽
を
休
め
て
い
る
の
で

あ
る
（
（
（

。
当
時
の
杜
甫
は
求
職
活
動
に
懸
命
だ
っ
た
。
全
篇
を
通
し
て

李
璡
の
人
柄
と
詩
文
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
、「
淮
王
門
有
客
、
終

不
愧
孫
登
（
淮
王
　
門
に
客
有
り
、
終つ
い

に
孫
登
に
愧は

じ
ざ
ら
ん
）」

と
述
べ
る
末
聯
で
は
引
き
立
て
を
願
う
杜
甫
の
心
情
が
う
か
が
え
る

も
の
の
、
二
句
で
は
夜
に
な
っ
て
も
続
く
招
宴
の
素
晴
ら
し
さ
を

淡
々
と
述
べ
て
い
る
。『
詳
注
』
は
『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
見
え
る

梁
の
孝
王
の
築
い
た
兔
園
に
雁
池
が
あ
り
、
そ
の
間
に
は
鶴
洲
や
鳧

渚
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
を
引
き
、
さ
ら
に
、
陸
厥
「
左
馮
翊
歌
」

（『
斉
詩
』
巻
五
。『
詳
注
』
は
「
陸
機
詩
」
に
誤
る
）
の
第
三
・
四

句
「
飛
鳴
乱
鳧
雁
、
参
差
雑
蘭
杜
（
飛
鳴
し
て
鳧
雁
乱
れ
、
参
差
と

し
て
蘭
杜
に
雑
わ
る
）」
を
引
い
て
い
る
。

　「
渼
陂
行
」（
全
二
八
句
。『
詳
注
』
巻
三
）
は
天
宝
十
三
載
（
七

五
四
）、
岑
参
ら
兄
弟
と
長
安
西
郊
の
湖
に
遊
ん
だ
時
の
作
で
あ
る
。

　
11
鳧
鷖
散
乱
棹
謳
発
　
鳧ふ

鷖え
い

は
散
乱
し
棹
謳
は
発お

こ

り

　
12
糸
管
啁
啾
空
翠
来
　
糸
管
は
啁

ち
ゆ
う

啾し
ゆ
うし
空
翠
は
来
る
　

　
舟
を
進
め
る
と
カ
モ
や
カ
モ
メ
と
い
っ
た
水
鳥
が
散
り
散
り
に
飛

び
立
ち
、
船
頭
た
ち
の
舟
歌
が
沸
き
起
こ
っ
て
晴
天
が
広
が
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
実
景
を
詠
じ
て
い
よ
う
。
た
だ
し
鳧
は

「
贈
特
進
汝
陽
王
、
二
十
二
韻
」、「
渼
陂
行
」
と
も
に
、
ガ
ン
や
カ

モ
メ
と
並
列
し
て
登
場
し
、
杜
甫
の
視
線
は
鳧
だ
け
に
集
中
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　「
橋
陵
詩
三
十
韻
、
因
呈
県
内
諸
官
」（『
詳
注
』
巻
三
）
は
天
宝
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十
三
載
（
七
五
四
）
の
秋
、
長
安
一
帯
が
長
雨
に
よ
っ
て
物
価
が
高

騰
し
た
た
め
に
、
家
族
を
奉
先
（
陝
西
省
蒲
城
県
）
県
令
の
楊
慧
の

も
と
に
預
け
よ
う
と
、
睿
宗
の
陵
墓
、
橋
陵
の
あ
る
奉
先
県
に
赴
き
、

土
地
の
官
吏
た
ち
に
窮
状
を
訴
え
た
詩
で
あ
る
。

　
45
太
史
候
鳧
影
　
太
史
は
鳧
影
を
候う

か
がい

　
46
王
喬
随
鶴
翎
　
王
喬
は
鶴
翎
に
随
う

　
こ
の
「
鳧
影
」
は
王
喬
の
故
事
を
用
い
、
朝
廷
で
は
奉
先
県
の
官

吏
た
ち
が
や
っ
て
来
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

ま
た
、
前
詩
よ
り
や
や
の
ち
、
奉
先
県
令
の
楊
慧
が
、
白
水
県
の
崔

県
令
を
迎
え
て
開
い
た
宴
席
に
参
加
し
た
こ
と
を
詠
ず
る
五
律
「
九

日
、
楊
奉
先
会
白
水
崔
明
府
」（『
詳
注
』
巻
四
）
も
王
喬
の
故
事
を

踏
ま
え
、「
鳧
舄
」
の
語
を
用
い
て
、「
晩
酣
留
客
舞
、
鳧
舄
共
差
池

（
晩
に
酣
に
し
て
客
を
留
め
て
舞
い
、
鳧
舄
　
共
に
差
池
た
り
）」
と

詠
ず
る
。
宴
席
で
帰
る
客
を
引
き
留
め
よ
う
と
舞
う
楊
慧
と
招
か
れ

た
崔
県
令
の
履
き
物
が
互
い
に
入
り
乱
れ
る
の
で
あ
る
。

　
七
絶
「
絶
句
漫
興
、
九
首
」〈
其
七
〉（『
詳
注
』
巻
九
）
は
成
都

に
着
い
た
翌
々
年
の
上
元
二
年
（
七
六
一
）、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
浣
花
草
堂
で
書
か
れ
た
。

　
３
筍
根
雉
子
無
人
見
　
筍
根
の
雉
子
は
人
の
見
る
無
く

　
４
沙
上
鳧
雛
傍
母
眠
　
沙
上
の
鳧ふ

雛す
う

は
母
に
傍そ

う
て
眠
る

　
こ
の
詩
に
お
い
て
杜
甫
は
カ
モ
の
幼
鳥
に
目
を
向
け
る
（
（
（

。
暖
か
な

日
差
し
の
も
と
、
カ
モ
の
雛
が
母
鳥
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
眠
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。〈
其
六
〉
に
、「
懶
慢
無
堪
不
出
村
、
呼
児
日
在

掩
柴
門
（
懶ら
ん

慢ま
ん

堪
う
る
無
く
村
を
出
で
ず
、
児
を
呼
び
日
び
に
在
り

て
柴
門
を
掩
わ
し
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
夏
が
近
づ
く
草
堂
で
の

倦
怠
感
す
ら
伴
う
よ
う
な
平
穏
な
一
日
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。「
鳧
雛
」

に
つ
い
て
は
先
に
鮑
照
詩
の
用
例
を
見
た
が
、
補
足
し
て
お
く
と
、

木
華
「
海
賦
」（『
文
選
』
巻
一
二
）
に
、「
鳧
雛
離
褷
、
鶴
子
淋
滲

（
鳧
雛
は
離り

褷し

と
し
て
、
鶴
子
は
淋り

ん

滲し
ん

た
り
）」
と
見
え
、
謝
朓
「
詠

蒲
」（『
斉
詩
』
巻
四
）
に
も
、「
間
厠
秋
菡
萏
、
出
入
春
鳧
雛
（
秋

の
菡か

ん

萏た
ん

を
間ま

厠じ

え
、
春
の
鳧
雛
を
出
入
せ
し
む
）」
と
あ
る
。『
詳

注
』
は
、「『
夔
州
歌
』
用
鶴
子
・
鳧
雛
、
与
此
詩
用
雉
子
・
鳧
雛
同

義
（『
夔
州
歌
』
に
鶴
子
・
鳧
雛
を
用
う
、
此
の
詩
の
雉
子
・
鳧
雛

を
用
う
る
と
同
義
）。」
と
述
べ
る
。「
夔
州
歌
」
は
「
夔
州
歌
、
十

絶
句
」〈
其
五
〉
を
指
す
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
よ
う
。

　「
通
泉
駅
、
南
去
通
泉
県
十
五
里
山
水
作
」（
全
一
六
句
。『
詳

注
』
巻
一
一
）
は
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
の
十
一
月
、
通
泉
駅
（
四

川
省
射
洪
県
の
東
南
）
で
書
か
れ
た
。
当
時
、
杜
甫
は
成
都
の
草
堂

に
帰
れ
ず
、
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。

　
　
渓
行
衣
自
湿
　
渓
行
し
て
衣
は
自
ら
湿
い�

　
　
亭
午
気
始
散
　
亭
午
に
気
始
め
て
散
ず

　
　
冬
温
蚊
蚋
集
　
冬
温
か
く
し
て
蚊ぶ

ん

蚋ぜ
い

集
ま
り
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人
遠
鳧
鴨
乱
　
人
遠
く
し
て
鳧
鴨
乱
る

　
通
泉
駅
か
ら
の
眺
望
を
詠
じ
た
冒
頭
部
分
で
あ
る
。『
詳
注
』
は
、

「
此
記
山
行
之
迹
。
暁
行
霑
霧
、
至
午
方
収
。
蚊
蚋
集
、
見
地
暖
、

鳧
鴨
乱
、
見
境
幽
（
此
れ
山
行
の
迹
を
記
す
。
暁
に
行
き
て
霧
に
霑

う
る
お

い
、
午ひ

る

に
至
り
て
方は

じ

め
て
収
ま
る
。
蚊
蚋
集
ま
る
は
、
地
の
暖
か
き

を
見あ

ら
わし

、
鳧
鴨
の
乱
る
る
は
、
境
の
幽
な
る
を
見
す
）。」
と
い
う
。

第
四
句
は
、
人
が
近
づ
か
な
い
の
で
水
鳥
が
集
ま
っ
て
勝
手
気
ま
ま

に
遊
ん
で
い
る
こ
と
を
い
う
。『
詳
注
』
が
い
う
よ
う
に
人
里
離
れ

た
奥
深
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
詠
ず
る
に
は
違
い
な
い
が
、
カ
モ
な

ど
の
水
鳥
が
自
由
に
乱
れ
泳
い
で
い
る
こ
と
を
い
う
の
は
成
都
の
草

堂
に
戻
れ
な
い
自
身
の
境
遇
が
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
を
含
ん
で
い

る
で
あ
ろ
う
。「
鳧
鴨
」
の
語
は
杜
詩
に
お
い
て
は
こ
こ
に
し
か
見

え
な
い
。

　
七
絶
「
夔
州
歌
、
十
絶
句
」〈
其
五
〉（『
詳
注
』
巻
一
五
）
に
も

「
鳧
雛
」
が
詠
じ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
大
暦
元
年
（
七
六
六
）
の
夏

の
終
わ
り
に
、
夔
州
で
書
か
れ
た
。

　
３
背
飛
鶴
子
遺
瓊
蕊
　
背そ

む

き
て
飛
ぶ
鶴
子
は
瓊け

い

蕊ず
い

を
遺の

こ

し

　
４
相
趁
鳧
雛
入
蒋
牙
　
相
い
趁お

う
鳧
雛
は
蒋

し
ょ
う

牙が

に
入
る

　「
蒋
牙
」
は
真ま

菰こ
も

の
芽
。
カ
モ
の
雛
た
ち
が
追
い
か
け
っ
こ
を
す

る
よ
う
に
芽
を
出
し
た
真
菰
の
中
に
分
け
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
杜
臆
』
巻
九
は
、「『
背
飛
鶴
子
』
二
句
、
自
比
其
不
能
就
官
、
而

与
小
人
事
農
耕
也
（『
背
き
て
飛
ぶ
鶴
子
』
の
二
句
は
、
自
ら
其
の

官
に
就
く
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
小
人
と
農
耕
を
事
と
す
る
に
比
す
る

な
り
）。」
と
述
べ
、
官
か
ら
離
れ
農
民
た
ち
に
混
じ
っ
て
暮
ら
す
寓

意
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
杜
臆
』
は
〈
其
三
〉
に
、

「
比
訝
漁
陽
結
怨
恨
、
元
聴
舜
日
旧
簫
韶
（
比
こ
の
ご
ろ

漁
陽
の
怨
恨
を
結
ぶ

を
訝い

ぶ
かる

、
元は

じ

め
て
舜
日
に
旧
簫
韶
を
聴
く
）」
と
い
う
、
玄
宗
の
蒙

塵
に
言
及
す
る
句
が
あ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
解
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
は
飛
躍
が
あ
る
。『
読
杜
心

解
』
巻
六
之
下
は
先
の
「
絶
句
漫
興
、
九
首
」〈
其
七
〉
と
比
較
し

て
、「
此
章
言
水
村
。
下
二
、
比
成
都
詩
筍
根
雉
子
一
聯
較
勝
（
此

の
章
は
水
村
を
言
う
。
下
二
は
、
成
都
詩
の
筍
根
雉
子
の
一
聯
に
比

し
て
較や

や

勝
る
）。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
杜
甫
に
は
単
に
「
晩
晴
」
と
題
す
る
詩
が
三
篇
あ
る
が
、
次
の
五

律
「
晩
晴
」（『
詳
注
』
巻
一
五
）
は
前
詩
と
同
じ
大
暦
元
年
（
七
六

六
）
の
秋
分
に
書
か
れ
た
。
後
半
を
引
く
。

　
　
鳧
雁
終
高
去
　
鳧
雁
　
終つ

い

に
高
く
去
り

　
　
熊
羆
覚
自
肥
　
熊ゆ

う

羆ひ

　
自
ず
か
ら
肥
ゆ
る
を
覚
ゆ

　
　
秋
分
客
尚
在
　
秋
分
　
客
尚
お
在
り

　
　
竹
露
夕
微
微
　
竹
露
　
夕
べ
に
微
微
た
り

　『
詳
注
』
が
「
鳥
獣
逢
秋
而
自
得
、
興
己
之
久
客
未
帰
（
鳥
獣
　

秋
に
逢
い
て
自
得
す
る
は
、
己
の
久
し
く
客
た
り
て
未
だ
帰
ら
ざ
る
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を
興
す
）。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
頸
聯
に
渡
り
鳥
で
あ
る
カ
モ
と
ガ

ン
は
南
方
に
去
り
、
ク
マ
と
ヒ
グ
マ
は
体
重
を
増
や
し
て
そ
れ
ぞ
れ

越
冬
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
杜
甫
に

久
し
く
旅
に
あ
る
感
慨
を
喚
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。『
杜
臆
』
巻
七

は
さ
ら
に
踏
み
こ
ん
で
、「
後
四
句
自
写
情
事
。『
鳧
鶴マ

マ

高
去
』、
己

不
能
如
鳧
鶴
也
。『
熊
羆
自
肥
』、
比
盗
賊
之
横
、
又
不
可
不
去
、
乃

秋
分
而
尚
在
。『
竹
露
微
微
』、
比
生
計
之
薄
也
。
鳧
不
能
高
飛
、
字

恐
誤
（
後
の
四
句
は
自
ら
情
事
を
写
す
。『
鳧
鶴
　
高
く
去
る
』
は
、

己
は
鳧
鶴
の
如
く
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。『
熊
羆
　
自
ず
か
ら

肥
ゆ
』
は
、
盗
賊
の
横

ほ
し
い
ま
まに
す
る
に
比
す
、
又
去
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
に
、
乃
ち
秋
分
に
し
て
尚
お
在
り
。『
竹
露
　
微
微
た
り
』
は
、

生
計
の
薄
き
に
比
す
る
な
り
。
鳧
は
高
く
飛
ぶ
能
わ
ず
、
字
　
恐
ら

く
誤
り
な
ら
ん
）。」
と
述
べ
る
。
鳧
は
高
く
は
飛
ば
な
い
と
い
う

『
杜
臆
』
の
指
摘
に
は
誤
認
が
あ
ろ
う
。
カ
モ
も
ガ
ン
も
夔
州
に
留

ま
る
杜
甫
と
は
違
い
、
高
く
飛
ん
で
渡
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ま
た

『
詳
注
』
に
引
く
黄
生
『
杜
詩
説
』
巻
七
は
、「
語
含
比
興
（
語
は
比

興
を
含
む
）。」
と
述
べ
た
上
で
、「
…
…
五
喩
高
蹈
之
士
、
六
喩
貪

庸
之
人
、
既
不
屑
為
若
人
、
又
不
能
希
若
士
、
所
以
途
窮
作
客
、
留

滞
于
此
（
…
…
五
は
高
蹈
の
士
に
喩
え
、
六
は
貪
庸
の
人
に
喩
う
、

既
に
若

か
く
の
ご
と
き
ひ
と

人
為
る
を
屑

い
さ
ぎ
よし

と
せ
ず
、
又
若か

く
の
ご
と
き
し

士
た
る
を
希ね

が

う
こ
と

能
わ
ず
、
途
窮
ま
り
て
客
と
作
り
、
此
に
留
滞
す
る
所
以
な
り
）。」

と
指
摘
す
る
。『
杜
臆
』
と
同
様
に
頸
聯
は
比
喩
的
表
現
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
寓
意
を
認
め
る
か
は
別
と
し
て
、
秋
に

暖
か
い
南
方
へ
と
渡
っ
て
ゆ
く
カ
モ
と
ガ
ン
の
飛
ぶ
光
景
は
容
易
に

杜
甫
に
旅
寓
の
身
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
せ
た
で
あ
ろ
う
。

　
七
律
「
西
閣
、
三
度
期
大
昌
厳
明
府
同
宿
、
不
到
」（『
詳
注
』
巻

一
七
）
も
大
暦
元
年
（
七
六
六
）、
夔
州
の
西
閣
で
書
か
れ
た
。
尾

聯
に
、「
早
鳧
江
檻
底
、
双
影
謾
飄
颻
（
早
鳧
　
江
檻
の
底も
と

、
双
影

謾み
だ

り
に
飄
颻
た
り
）」
と
あ
る
。
夔
州
の
東
、
大
晶
（
重
慶
市
巫
山

県
）
の
県
令
、
厳
某
が
泊
ま
り
に
来
る
と
約
束
し
た
の
に
訪
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
句
も
王
喬
の
故
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
厳
某
が
来
な
い

こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

　「
水
宿
遣
興
、
奉
呈
群
公
」（
全
四
〇
句
。『
詳
注
』
巻
二
一
）
に

も
「
鳧
鷖
」
の
語
が
あ
る
。

　
19
風
号
聞
虎
豹
　
風
に
号さ

け

び
て
虎
豹
を
聞
き

　
20
水
宿
伴
鳧
鷖
　
水
に
宿
り
て
鳧
鷖
を
伴
う

　
杜
甫
は
大
暦
三
年
（
七
六
八
）
の
正
月
に
夔
州
を
離
れ
て
長
江
を

下
り
、
二
月
頃
、
江
陵
（
湖
北
省
荊
州
市
）
に
至
っ
た
。
こ
の
詩
は

江
陵
の
岸
辺
に
舟
を
繫
ぎ
、
土
地
の
幕
府
の
諸
公
に
生
活
苦
を
訴
え

た
作
で
あ
る
。
生
活
の
困
窮
ぶ
り
は
「
童
稚
頻
書
札
、
盤
飧
詎
糝
藜

（
童
稚
　
頻
り
に
書
札
あ
り
、
盤ば

ん

飧そ
ん

　
詎な

ん

ぞ
藜あ

か
ざに

糝さ
ん

す
る
の
み
な
る

と
）」
と
、
子
供
た
ち
が
藜
混
じ
り
の
雑
炊
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る
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と
手
紙
で
訴
え
て
く
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
歴
然
と
し
て
い

る
。「
鳧
鷖
」
の
語
は
「
渼
陂
行
」
に
も
見
え
た
。『
詳
注
』
が
こ
の

二
句
に
つ
い
て
、「
此
水
宿
景
事
、
歎
旅
況
無
聊
也
。
…
…
虎
豹
号
、

則
地
険
、
鳧
鷖
伴
、
則
身
孤
（
此
れ
水
宿
の
景
事
、
旅
況
の
無
聊
な

る
を
歎
く
。
…
…
虎
豹
号
ぶ
は
、
則
ち
地
は
険
に
、
鳧
鷖
　
伴
う
は
、

則
ち
身
は
孤
な
り
）。」
と
指
摘
す
る
。
江
陵
ま
で
来
た
杜
甫
に
知
人

は
ま
れ
で
あ
り
、
カ
モ
と
カ
モ
メ
だ
け
が
伴
侶
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
大
暦
三
年
（
七
六
八
）
の
秋
の
作
で
、
石
首
（
湖
北
省
石
首
市
）

の
県
令
で
あ
る
薛
某
が
離
任
す
る
の
を
見
送
り
、
薛
尚
書
（
薛
景

仙
）
に
寄
せ
た
「
秋
日
、
荊
南
送
石
首
薛
明
府
辞
満
告
別
、
奉
寄
薛

尚
書
、
頌
徳
叙
懐
、
斐
然
之
作
、
三
十
韻
」（『
詳
注
』
巻
二
一
）
に

は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
３
歳
満
帰
鳧
舄
　
歳
満
ち
て
鳧
舄
帰
り

　
４
秋
来
把
雁
書
　
秋
来
り
て
雁
書
を
把
る

　
こ
れ
も
王
喬
の
故
事
に
基
づ
い
て
薛
某
が
都
へ
と
旅
立
つ
こ
と
を

い
う
。

　「
白
鳧
行
」（
全
八
句
。『
詳
注
』
巻
二
三
）
は
大
暦
四
年
（
七
六

九
）
の
十
二
月
、
潭
州
（
湖
南
省
長
沙
市
）
で
の
作
。
杜
詩
で
唯
一
、

鳧
（
白
鳧
）
を
主
題
と
し
て
い
る
。
全
篇
を
見
よ
う
。

　
　
君
不
見
黄
鵠
高
于
五
尺
童
　
君
見
ず
や
黄
鵠
　
五
尺
の
童
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
く

　
　
化
為
白
鳧
似
老
翁
　
化
し
て
白
鳧
と
為
り
て
老
翁
に
似
た
る
を

　
　
故
畦
遺
穂
已
蕩
尽
　
故
畦
の
遺
穂
　
已
に
蕩
尽
し

　
　
天
寒
歳
暮
波
濤
中
　
天
寒
く
歳
は
暮
る
波
濤
の
中
　

　
　
鱗
介
腥
膻
素
不
食
　
鱗
介
の
腥
膻
は
素
よ
り
食
ら
わ
ず

　
　
終
日
忍
饑
西
復
東
　
終
日
　
饑
え
を
忍
び
て
西
し
復
た
東
す

　
　
魯
門
鶢
鶋
亦
蹭
蹬
　
魯
門
の
鶢え

ん

鶋き
ょ

も
亦
蹭そ

う

蹬と
う

た
り

　
　
聞
道
于
今
猶
避
風
　
聞き

く

道な
ら

く
今
に
于お

い

て
猶
お
風
を
避
く
と

　「
白
鳧
行
」
は
杜
甫
に
よ
っ
て
工
夫
さ
れ
た
新
題
楽
府
で
あ
る
。

杜
甫
以
前
に
「
白
鳧
謡
（『
北
史
』
巻
五
一
、
高
元
海
伝
、『
古
詩

紀
』
巻
一
一
一
）」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
白
鳧
翁
」
の
語
は
あ
る

も
の
の
、
杜
甫
の
「
白
鳧
行
」
と
の
関
連
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た

「
白
鳧
」
の
語
も
こ
の
楽
府
を
除
け
ば
杜
甫
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

鳧
が
詩
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、『
詳
注
』
は
「
鳧
水

鳥
也
。
李
巡
曰
、
野
曰
鳧
、
家
曰
鶩
（
鳧
は
水
鳥
な
り
。
李
巡
曰
く
、

野
を
鳧
と
曰
い
、
家
を
鶩
と
曰
う
）。」
と
、
こ
の
通
り
の
一
文
は
見

ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
『
爾
雅
』
釈
鳥
と
注
を
引
い
て
い
る
。
野

生
の
カ
モ
を
鳧
と
い
い
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
そ
れ
を
鶩
（
ア
ヒ
ル
）

と
い
う
こ
と
を
示
す
の
だ
が
、
こ
の
詩
に
お
け
る
「
黄
鵠
」
は
『
詳

注
』
が
「
黄
童
化
為
老
叟
、
此
黄
鵠
白
鳧
之
喩
也
（
黄
童
は
化
し
て

老
叟
と
為
る
、
此
の
黄
鵠
は
白
鳧
の
喩
え
な
り
）。」
と
指
摘
す
る
よ
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う
に
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
幼
児
の
背
よ
り
も
高
か
っ
た
「
黄

鵠
」（
黄
色
み
を
帯
び
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
）
が
年
老
い
て
「
白
鳧
」
に

変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
朱
鶴
齢
『
杜
工
部
詩
集

輯
注
』
巻
二
十
が
、「
黄
鵠
化
為
白
鳧
、
不
能
飛
挙
矣
、
猶
五
尺
童

化
為
老
翁
、
不
復
少
壮
矣
。
此
自
傷
衰
暮
之
語
（
黄
鵠
は
化
し
て
白

鳧
と
為
り
、
飛
挙
す
る
能
わ
ず
、
猶
お
五
尺
の
童
の
化
し
て
老
翁
と

為
り
、
少
壮
に
復か

え

ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
此
れ
自
ら
衰
暮
を
傷
む
の

語
）。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
落
ち
穂
も
啄
み
尽
く
し
、
か
と
い
っ

て
生
臭
物
を
摂
る
こ
と
も
潔
し
と
せ
ず
に
波
間
に
浮
か
ん
で
い
る

「
白
鳧
」
は
老
い
た
杜
甫
の
象
徴
で
あ
る
（
（
（

。「
白
鳧
行
」
に
お
け
る
比

喩
か
ら
考
え
て
も
、
先
に
引
い
た
成
都
と
そ
の
周
辺
で
書
か
れ
た
数

篇
に
見
え
る
鳧
に
、
家
族
の
投
影
を
看
取
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
飛

躍
と
は
い
え
ま
い
。

　
最
後
に
鳧
が
登
場
す
る
の
は
「
白
鳧
行
」
の
書
か
れ
た
翌
大
暦
五

年
（
七
七
〇
）
の
春
、
同
じ
潭
州
で
の
作
「
奉
贈
蕭
十
二
使
君
」

（
全
三
六
句
。『
詳
注
』
巻
二
三
）
で
あ
る
。

　
１
昔
在
厳
公
幕
　
昔
　
厳
公
の
幕
に
在
り
て

　
２
俱
為
蜀
使
臣
　
俱
に
蜀
の
使
臣
と
為
る
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
…
…
　
　
　
　
…
…

　
７
王
鳧
聊
暫
出
　
王
鳧
　
聊
か
暫
く
出
で

　
８
蕭
雉
只
相
馴
　
蕭
雉
　
只
だ
相
い
馴
る
る
の
み

　
第
七
・
八
句
に
つ
い
て
『
詳
注
』
は
、「
王
鳧
用
県
令
事
、
蕭
雉

用
郎
官
事
、
蕭
蓋
先
為
郎
而
後
貶
為
令
也
（
王
鳧
は
県
令
の
事
を
用

い
、
蕭
雉
は
郎
官
の
事
を
用
う
、
蕭
は
蓋
し
先
に
郎
と
為
り
て
後
　

貶
せ
ら
れ
て
令
と
為
る
な
り
）。」
と
い
う
。
蕭
十
二
使
君
は
か
つ
て

杜
甫
と
と
も
に
厳
武
の
幕
府
に
仕
え
て
お
り
、
そ
の
後
、
尚
書
員
外

郎
を
経
、
い
っ
た
ん
は
出
さ
れ
て
県
令
と
な
り
、
杜
甫
と
潭
州
で
出

会
っ
た
と
き
に
は
湖
南
の
刺
史
と
な
っ
て
い
た
。「
王
鳧
」
は
蕭
使

君
が
か
つ
て
県
令
と
な
っ
た
こ
と
を
、「
蕭
雉
」
は
蕭
使
君
と
同
姓

の
前
漢
・
蕭
芝
が
役
所
に
往
復
す
る
た
び
に
飼
っ
て
い
た
数
十
羽
の

雉
が
見
送
っ
た
り
出
迎
え
た
り
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
、
蕭

使
君
が
県
令
に
出
さ
れ
た
も
の
の
、
厳
武
の
幕
府
で
再
び
郎
官
と
な

っ
た
こ
と
を
い
う
。
固
有
名
詞
に
ち
な
ん
だ
語
で
あ
る
た
め
か
、

「
王
鳧
」
も
「
蕭
雉
」
も
杜
甫
以
外
の
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
杜
詩
に
表
れ
た
「
鳧
」
の
描
写
の
諸
相
を
た
ど
っ
て
き
た
。

杜
詩
に
お
い
て
も
王
喬
の
故
事
を
踏
ま
え
た
語
で
あ
る
「
鳧
舃
」
が

「
九
日
、
楊
奉
先
会
白
水
崔
明
府
」
と
「
秋
日
、
荊
南
送
石
首
薛
明

府
辞
満
告
別
、
奉
寄
薛
尚
書
、
頌
徳
叙
懐
、
斐
然
之
作
、
三
十
韻
」

と
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
語
は
す
で
に
沈
約
「
和
謝
宣
城
」
に
見
ら

れ
る
の
で
、
伝
統
的
な
詩
語
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
杜
甫
は
、
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こ
れ
を
「
橋
陵
詩
三
十
韻
、
因
呈
県
内
諸
官
」
に
お
い
て
は
「
鳧

影
」
に
、「
西
閣
、
三
度
期
大
昌
厳
明
府
同
宿
、
不
到
」
に
お
い
て

は
「
早
鳧
」
に
、「
奉
贈
蕭
十
二
使
君
」
に
お
い
て
は
「
王
鳧
」
に

と
、
い
ず
れ
も
王
喬
の
故
事
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
工

夫
を
加
え
て
、
新
た
な
語
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
三
例
が
見
え
る
「
浴
鳧
」
の
語
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の

語
に
近
い
例
は
鮑
照
「
蜀
四
賢
詠
」（『
宋
詩
』
巻
八
）
の
冒
頭
に

「
渤
渚
水
浴
鳧
、
舂
山
玉
抵
鵲
（
渤
渚
は
水
　
鳧
を
浴
せ
し
め
、
舂

山
は
玉
　
鵲
を
抵お

と
す
）」
と
あ
る
が
、
こ
の
語
自
体
は
『
佩
文
韻

府
』
巻
七
に
杜
詩
の
用
例
の
み
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
杜
甫
以
前
に
は

見
ら
れ
な
い
、
杜
甫
に
よ
っ
て
工
夫
さ
れ
た
語
で
あ
る
。「
浴
」
に

つ
い
て
見
て
み
る
な
ら
ば
杜
詩
に
「
浴
」
は
十
二
例
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
鳥
と
結
び
つ
け

て
用
い
る
例
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
已
添
無
数
鳥
　
已
に
添
う
無
数
の
鳥

　
　
争
浴
故
相
喧
　
争
い
浴
し
て
故

こ
と
さ
らに
相
い
喧
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
春
水
」（『
詳
注
』
巻
一
〇
）

　
　
江
鸛
巧
当
幽
径
浴
　
江
鸛
　
巧
み
に
幽
径
に
当
た
り
て
浴
し

　
　
隣
鶏
還
過
短
牆
来
　
隣
鶏
　
還
た
短
牆
を
過
ぎ
て
来
る

「
王
十
七
侍
御
掄
許
携
酒
至
草
堂
、…
…
」

（『
詳
注
』
巻
一
〇
）

　
　
晴
浴
狎
鷗
分
処
処
　
晴
れ
て
浴
す
る
狎
鷗
は
処
処
に
分
か
れ

　
　
雨
随
神
女
下
朝
朝
　
雨
を
随
う
る
神
女
は
下
る
こ
と
朝
朝

「
夔
州
歌
、
十
絶
句
」〈
其
六
〉（『
詳
注
』

巻
一
五
）

　
　
雪
暗
還
須
浴
　
雪
暗
き
も
還ま

た
須
く
浴
す
べ
し

　
　
風
生
一
任
飄
　
風
生
ず
れ
ば
一
に
飄

ひ
る
が
えす

に
任
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鷗
」（『
詳
注
』
巻
一
七
）

　
　
盤
渦
鷺
浴
底
心
性
　
盤
渦
に
鷺
の
浴
す
る
は
底な

ん

の
心
性
ぞ

　
　
独
樹
花
発
自
分
明
　
独
樹
に
花
の
発
く
は
自
ず
か
ら
分
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
愁
」（『
詳
注
』
巻
一
八
）

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
一
語
に
し
た
の
が
「
浴
鳧
」
の
語
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
浴
」
と
「
鳧
」
を
結
び
つ
け
た
語
は
、
カ
モ
が
羽
を
振
る
わ

せ
て
水
浴
び
す
る
姿
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
し
か
も
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
は
こ
の
語
は
成
都
と
そ
の
周
辺
を
往
来
し
て
い
た
時
期
と
夔

州
滞
在
時
期
に
限
っ
て
表
れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
浴
」
を
鳥
と
結
び

つ
け
て
用
い
る
例
も
同
様
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
鳧
雛
」
の
語
が
用

い
ら
れ
る
の
は
、
成
都
の
草
堂
と
夔
州
に
い
た
時
期
に
限
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
語
に
象
徴
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
い
旅
の
途
中
、
両

地
で
し
ば
し
家
族
と
と
も
に
平
穏
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

杜
甫
は
、
自
身
の
家
族
の
姿
を
鳧
と
そ
の
ヒ
ナ
に
見
出
し
た
の
で
あ

る
。
も
と
も
と
鳧
に
は
劉
楨
の
詩
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
拘
束
の
な
い
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境
地
に
遊
ぶ
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
杜
甫
は
こ
れ
を
平
穏
に
過
ご
す
家
族
の
イ
メ
ー
ジ

と
重
ね
る
た
め
に
「
鳧
雛
」
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
鳧
鷖
」
の
語
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
な
ら
ば
、
羅
隠

（
八
三
三
～
九
〇
九
）、
字
は
昭
諫
に
は
、
こ
の
語
を
用
い
て
杜
甫
を

弔
っ
た
七
律
「
湘
南
春
日
懐
古
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
五
六
）
が
あ
り
、

次
の
よ
う
に
詠
じ
た
。

　
　
晴
江
春
暖
蘭
蕙
薫
　
晴
江
　
春
暖
か
に
し
て
蘭
蕙
薫
る

　
　
鳧
鷖
苒
苒
鷗
著
群
　
鳧
鷖
　
苒
苒
と
し
て
鷗
は
群
れ
に
著
く

　
　
洛
陽
賈
誼
自
無
命
　
洛
陽
の
賈
誼
は
自
ず
か
ら
命
無
く

　
　
少
陵
杜
甫
兼
有
文
　
少
陵
の
杜
甫
は
兼
ね
て
文
有
り

　
　
空
闊
遠
帆
遮
落
日
　
空
闊
た
る
遠
帆
は
落
日
を
遮
り

　
　
蒼
茫
野
樹
礙
帰
雲
　
蒼
茫
た
る
野
樹
は
帰
雲
を
礙さ

ま
たぐ

　
　
松
醪
酒
好
昭
潭
静
　
松

し
よ
う

醪ろ
う

　
酒
好
く
し
て
昭
潭
静
か
に

　
　
閑
過
中
流
一
弔
君
　
閑
に
中
流
を
過
ぎ
て
一
に
君
を
弔
う

　
杜
甫
は
ど
こ
に
逗
留
し
て
い
る
時
で
も
渡
り
鳥
で
も
あ
る
鳧
の
姿

に
自
身
の
姿
を
重
ね
て
い
た
。
そ
の
到
達
点
が
「
白
鳧
行
」
と
し
て

結
晶
し
て
い
る
。
こ
の
楽
府
に
お
け
る
羽
の
白
く
な
っ
た
鳧
は
杜
甫

が
新
た
に
造
形
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
白
鳧
は
杜
甫
の
自
画

像
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
南
宋
・
咸
淳
七
年
（
一
二
七

一
）
の
進
士
、
黎
廷
瑞
（
？
～
一
三
〇
八
）、
字
は
祥
仲
に
強
い
印

象
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
白
鳧
行
」
を
踏
ま
え
た
五
絶

「
贈
山
翁
」（『
鄱
陽
五
家
集
』
巻
一
）
を
残
し
て
い
る
。
最
後
に
こ

の
詩
を
引
い
て
お
こ
う
。「
大
程
」
は
北
宋
・
程
顥
（
一
〇
三
二
～

一
〇
八
五
）、
字
は
伯
淳
を
指
す
。「
堯
夫
」
は
北
宋
・
邵
雍
（
一
〇

一
一
～
一
〇
七
七
）
の
字
。

　
　
浮
雲
鬱
鬱
成
蒼
狗
　
浮
雲
　
鬱
鬱
と
し
て
蒼
狗
を
成
し

　
　
黄
鵠
高
高
化
白
鳧
　
黄
鵠
　
高
高
と
し
て
白
鳧
と
化
す

　
　
惟
有
大
程
窺
此
妙
　
惟
だ
大
程
の
み
此
の
妙
を
窺
う
有
り

　
　
不
将
算
法
問
堯
夫
　
算
法
を
堯
夫
に
問
う
を
将も

ち

い
ず

　
羅
隠
が
杜
詩
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
黎
廷

瑞
も
ま
た
杜
甫
の
理
解
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
（
（

。

　　
　
注

（
1
）
こ
の
句
を
鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
三

一
）
は
、「
窄
に
は
転
ず
深
啼
の
狖
、
空
し
く
随
う
乱
浴
の
鳧
」
と
読
む
。

（
2
）「
鳧
雁
」
の
句
に
つ
い
て
成
善
楷
『
杜
詩
箋
記
』
は
『
詳
注
』
の
見
解

を
否
定
し
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　
仇
訓
「
宿
」
為
「
鳧
宿
池
辺
樹
」
的
宿
、
誤
。
拠
所
引
『
西
京
雑
記
』、

這
句
詩
的
「
鳧
」
和
「
雁
」、
当
是
雁
池
・
鳧
渚
的
借
代
、
指
池
和
渚
。

…
…
「
鳧
雁
宿
張
灯
」、
承
上
句
「
樽
罍
臨
極
浦
」、
写
鳧
渚
雁
池
早
已

張
灯
、
準
備
游
宴
的
盛
況
。
…
…
。

（
3
）
こ
の
句
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
稚
子
』
と
『
雉
子
』
と
―
杜
甫
「
絶
句
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漫
興
、
九
首
」〈
其
七
〉
―
」（
拙
著
『
杜
甫
詩
話
―
何
れ
の
日
か
是
れ

帰
年
な
ら
ん
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
所
収
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
4
）
曹
慕
樊
『
杜
詩
雑
説
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
）、
鄭
紹
基

『
杜
詩
別
解
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
に
も
、
こ
の
楽
府
の
寓
意
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
後
者
は
典
拠
を
博
捜
し
て
い
て
詳
細
で
あ
る
。

（
5
）
五
律
「
風
雨
」（『
鄱
陽
五
家
集
』
巻
五
）
に
、「
詩
添
子
美
痩
、
酒
減

次
公
狂
（
詩
は
添
う
子
美
の
痩
、
酒
は
減
ず
次
公
の
狂
）」
と
あ
る
。


